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お盆の送り火(京都）は五山だけではない
  -　もう一つ「たけにすず」と言うのがあった　-
                                        　　　　昭和28年卒　中川　隆夫

　毎年、お盆の8 月 16 日に京都の夜空を彩る送り火は、大文字など「五山」と言
うことで定着してしまっている。ところが、小生の子供のころ、あるいは大学生
の頃だったかも知れないが、小生より一時代古い、明治または大正生まれの方々
が「”五山の送り火”と言う言い方は昔はしていなかった。五山の他にもう一つ
　”たけにすず”　と言うのがあったと覚えていたが、あれはいつ無くなったの
か。」と言っておられた記憶がある。

　「たけにすず」は「竹に雀」の略であると広辞苑* などに家紋として紹介されて
いるが、この家紋と送り火にどのような関係があるかは分からない。古く江戸時
代には、これに関し諸説あり、これを紹介した人の名も挙がっている。その中に
は近衛信尹（のぶただ）氏の名も見える。京都の送り火には五山だけでなく、平
仮名の「い」（点火場所：市原野）、漢数字の「一」(鳴滝）、「蛇」（北嵯峨）、「長
刀」（観音寺村）、および、「たけにすず」（西山）の名が記されている。この内
「い」および「一」の名は、筆者もかってどこかで見たことがある。

農学部グラウンドより（今年は残念ながら大雨でよく見えませんでした）
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 また、また、また、また、また、原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。
　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、お願い致します。お願い致します。お願い致します。お願い致します。お願い致します。　気楽に　！！　気楽に　！！　気楽に　！！　気楽に　！！　気楽に　！！

但し、原稿のタイトルの次に、著者名と卒業年次を必ず記入してください。
その記入のない投稿がかなりあり、編集者の仕事を増やしていますので、何とぞご
配慮の程、お願い申し上げます。

【要領】

宛先は京機会の e-mail：　jimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jp   です。
　原稿は、割付を考えることなく、適当に書いてください。　割付等、掲載用の後
処理は編集者が勝手に行います。             宜しくお願い致します。

京京京京京機機機機機短短短短短信信信信信へへへへへののののの寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿、、、、、　　　　　宜宜宜宜宜しししししくくくくくおおおおお願願願願願いいいいい申申申申申ししししし上上上上上げげげげげままままますすすすす

(おわり)

　「たけにすず」については二つの説があり、一つは「竹の先に鈴」と言うもの
であり、他の一つは「竹に雀」の略であると言う。筆者は子供の時、一時代昔の
人、数人から「たけにすず」の名を聞いたが、その中には父（故人、明治32 年生
まれ）および祖母（明治 4 年生まれ）も含まれている。因みに、筆者が「たけに
すず」に固執するのは、お盆の送り火が「五山」に定着する直前まで、「たけに
すず」と言う送り火があったと推察するからである。これに関する情報をお持ち
の方は中川 ta-n@mwd.biglobe.ne.jp までご一報くだされば幸いです。

　　　　　　　　　　*　新村出編、広辞苑（昭和30）”たけにすずめ”、p.1321
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パキスタンを拠点にパキスタンを拠点にパキスタンを拠点にパキスタンを拠点にパキスタンを拠点に 1 81 81 81 81 8 年間医療活動を続けている日本人医師のお話年間医療活動を続けている日本人医師のお話年間医療活動を続けている日本人医師のお話年間医療活動を続けている日本人医師のお話年間医療活動を続けている日本人医師のお話
　　　　　　　　　　　　　　京機九日会　八月度例会（平成 2 8 年 8 月 9 日大阪中央電気倶楽部）配付資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上ひさし
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京機カフェ：　第13 回　文楽鑑賞会
　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年７月３０日(土)14:00~19:30　大阪・国立文楽劇場

　恒例の文楽鑑賞会が７月３０日の暑い土曜日に国立文楽劇場に１４名の会員、
ご家族が参加して薫樹累物語（めいぼくかさねものがたり）豆腐屋の段／埴生村
の段／土橋の段、伊勢音頭恋寝刃（いせおんどこいのねたば）古市油屋の段／奥
庭十人斬りの段の二つの名作を鑑賞した後、１２名が参加して文楽茶屋で懇親会
を持ちました。今年は夏休み公演とは言え、通常公演と同じボリュ－ム(料金
も！)でしたので、文楽ファンには満足いただけたのではないかと思います。今ま
でご覧になれなかった方、特に若い方には、来年もこの世界遺産鑑賞会を開催い
たしますので、どうぞご参加下さい。　（並木）

　茶緑黒３色縞の幕がするすると開いて、黒装束が柝の音のあと、上演曲目と太
夫・三味線の奏者を紹介する、ややあって太棹の三味線にのった渋い声の太夫の
浄瑠璃が始まる。毎回なじみの幕開けが、遠い昔の物語の世界に案内してくれる。

　今年の演目は「薫樹累物語（めいぼく　かさねものがたり）」と「伊勢音頭恋寝
刃（いせおんど　こいのねたば）」。忠と孝、義理と人情に固められた世の中で、
思案を越えて動くのは、男女の情愛と物事への執着、出会いの偶然を織り込んで
進むドラマで、遠い昔の人情の世界に入りこんで行く。今回の女の恨み話と刃傷
もの二本立ては、話自身は両方ともおどろおどろしいが、話の運びが判りやすく
再構成され、舞台回しにリズムがあるので、初めて文楽を見る人も、劇の進行を
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十分に理解できて楽しめるものであった。

　マイク無しの生の声で広い客席に向かって、物語の背景、人物の動きを説明
し、会話まで詳しく表現する太夫の浄瑠璃の響きは、三味線の音色と共に文楽の
基本的な要素である。ここ数年の間に有名な長老の太夫の引退が続いて、雰囲気
が変わらないかといささか気にしたが、そのような心配は無用であった。張りの
ある若々しい声が三味線にのってよく響く。床に座った太夫に向かって、演奏に
先立って「００太夫」という掛け声が、女声を含む複数の人から何回か懸かっ
た。これは初めて聞いたことであった。

　京機カフェ文楽鑑賞会は１４回を数えるようになった。当初、「文楽」という
古典芸能を見に行こうとの大まかな気持ちで始まったものが、だんだんと細かな
ことに気が行き、上演される曲目、さらに、太夫、三味線、人形遣いと彼らの演
技内容にまで、関心が進むようになった。

　文楽の側も１０年を超える間には、出演者の世代交代があったりして、目立た
ぬ乍らもかなりの変化があった。文楽を公演されている方々が、より判りやす
く、面白く、楽しいものにするために、古い曲目の復活や、新作の取り込みなど
に、多大な努力を払っておられることが判りうれしいことである。当日は観客も
８０％以上の入りのようで賑やかであった。観客数が安定して微増していること
や、愛好者層が分厚くなっていることは、上のようなことからも推定でき、政治
家の差しで口にも関わらず、文楽が健全に運営されていることが確認されて同慶
の至りである。
さて、京機会の参加者が、夫婦連れを含めた常連がほとんどになったのが、今回
の様子である。当初の趣旨では、常連が半分、新顔が半分位の組み合わせで、こ
の古典芸能の面白さを広く紹介して、愛好者を増やして行きたいということで
あったようだが、幸い、回を重ねるごとに新顔が常連になり、さらに通常公演
や、昼夜の通し狂言などにまで、足を運ぶ愛好者になった方もおられる。これほ
どの参加者の進化に対応して、この集まりの魅力を続けてゆくのは、お世話いた
だいている幹事方にとって、新しいうれしい悩みの到来ではなかろうか。文楽の
面白さが学生層を含む若い世代にさらに広く理解され、一層深く愛好していただ
けることを心から望むものである。　　　　　（小浜弘幸　　昭 32　河本研）
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京機会京機会京機会京機会京機会 197 01 9 7 01 9 7 01 9 7 01 9 7 0 年卒同窓会のご案内年卒同窓会のご案内年卒同窓会のご案内年卒同窓会のご案内年卒同窓会のご案内

　各務です。35 度を超える真夏日が続いておりますが, 皆様におかれまし
てはお元気にお過ごしのことと推察いたします。
　
　昨年に引き続いて同窓会を開催致したくご案内を申し上げます。

　すでに古希を終えた人やこれから迎える人もおられますが, 気力体力あ
るうちに旧交を温め合いましょう .

　また, 近況などお知らせ頂ければと存じます。

1. 名称 : 「京機会1970年卒同窓会」
2. 日時 : 11月 12日(土) 13:00～ 16:00
3. 場所 : 京都大学時計台２階第Ⅳ会議室
4. 会費 : ￥8,000 / 人　夫人同伴歓迎です。夫人会費5,000 円 /人
5. 回答 : 下記の京機会出欠フォームか

　　　　　　　　幹事へのメール（s45@keikikai.jp）でお知らせ下さい。
　 https://keikikai.securesite.jp/event/form/?id=83


